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蜷川実花写真展 LUCKY STAR
NINAGAWA MEN & WOMEN

～ 4 月 26 日（金）から 5 月 6 日（月・祝）まで開催 ～

表参道ヒルズでは、4月26日（金）から5月6日（月・祝）までのゴールデンウィーク期間中、本館地下3階

スペース オーにて、色彩豊かな作風で知られるフォトグラファー蜷川実花による「蜷川実花写真展

LUCKY STAR NINAGAWA MEN & WOMEN」を開催します。

本展では、2冊の写真集『NINAGAWA MEN 1』 『NINAGAWA WOMAN 2』（講談社/2013年1月刊）の作品から、

「LUCKY STAR」のタイトル通り、今を輝く「STAR」たちの甘美な肖像約180点を展示し、よりダイナミック

にパワーを感じさせる展示構成でその世界観をご堪能頂けます。会場では、ここでしか購入できない

オリジナルグッズなどを販売するほか、蜷川実花本人と豪華ゲストによるトークショーも開催予定です。

写真は時代の鏡であり、また写真家自身がうつりこむ鏡です。本展は、時代を代表する「STAR」の

集合であると同時に、今を輝く俳優・モデルをはじめ数々の著名人のポートレイトを撮り続けてきた

蜷川実花のドキュメント、そのものと言えるかもしれません。ポジティブなパワーに満ちた蜷川実花の

オーラが充満する会場で、光り輝くスターたちをたっぷりとご体感下さい。

表参道ヒルズＰＲ事務局： 木暮
森ビル株式会社 表参道ヒル

向井理

『NINAGAWA MEN 1』 『NINAGAWA WOMAN 2』（講談社）より
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タイトル ： 蜷川実花写真展 LUCKY STAR NINAGAWA MEN & WOMEN

期 間 ： 4月26日（金）～5月6日（月・祝）

時 間 ： 11:00～21:00 ※4/29（月・祝）は～20:00、最終日5/6（月・祝）は～18:00

場 所 ： 表参道ヒルズ 本館B3F スペース オー

入 場 ： 無料

内 容 ： ◇『NINAGAWA MEN 1』 『NINAGAWA WOMAN 2』より、約180点展示

◇蜷川実花オリジナルグッズ販売

・≪本展限定≫缶バッジ

・S and Oオリジナルのクリアファイルやペンなどステーショナリー、サクマドロップ など

◇『NINAGAWA MEN 1』 『NINAGAWA WOMAN 2』等の書籍販売

◇蜷川実花本人と豪華ゲストによるトークショーを開催予定

主 催 ： 森ビル株式会社（表参道ヒルズ）

協 力 ： 小山登美夫ギャラリー

問合せ ： 03-3497-0310（総合インフォメーション）

蜷川実花 プロフィール

フォトグラファー・映画監督

木村伊兵衛写真賞ほか数々受賞。映像作品も多く手がける。2007年、映画

『さくらん』監督。2008年、個展「蜷川実花展」が全国の美術館を巡回し、合計

約18万人を動員。2010年、Rizzoli N.Y.から写真集『MIKA NINAGAWA』を出版、

世界各国で話題となる。監督映画『ヘルタースケルター』2012年7月より全国

公開、21億円の興行収入を記録。2013年春上海・外灘に内装プロデュースを

手掛けたカフェ＆バー「Shanghai Rose」がオープン。蜷川実花の世界を気軽に

表現できる無料カメラアプリ「cameran」リリース中。（http://cameran.in）

〈公式HP〉 www.ninamika.com

〈Twitter〉 http://twitter.com/ninagawamika

〈Facebook〉http://www.facebook.com/ninamikaoffcial

〈Weibo〉 http://weibo.com/ninamika

＜開催概要＞

『NINAGAWA MEN 1』 『NINAGAWA WOMAN 2』 （講談社）蜷川実花 オリジナルグッズ

表参道ヒルズは開業当初から、吹抜け大階段や、本館B3Fのイベントスペース「スペース オー」を

展示空間として利用し、話題を集める旬な人物や新進気鋭のアーティスト、大物写真家などによる数々

のアートイベントを開催してきました。また、表参道ヒルズ西館及び同潤館に位置する4つのギャラリー

でも、多種多様な企画展を随時開催しています。今後も、より多くの人々に身近にアートを楽しんで

頂けるよう最新のアートやカルチャーを世界に向けて発信して参ります。

Ⓒmika ninagawa


